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日産財団2019年度新体制

日産財団は6月25日の定期評議員会において、新たな役員と評議

員が選出され、翌26日には新メンバーによる理事会において、久村春

芳新理事長が選任されました。

昨年11月に発生した日産自動車元会長事件を契機に、財団の経

営は大きな変革に迫られています。久村理事長のもと、10名の継続メン

バーの引き続きのご尽力に、5名の新メンバーの新しい力をいただいて、

様々な難局を乗り越えてまいりたいと思います。

新理事長あいさつ

• 私が理科に興味を持ったのは、小学4年の頃でした。

担任の先生は美術がご専門で、生徒にいろいろな機

会を与えることを方針とされていました。

先生の勧めで、絵画教室に参加したり新聞委員を

担当したりしたのですが長続きせず、ただ一つ化学実

験で先生の代理を任されたことは非常に強く心に残り

ました。
久村理事長近影

Mini Topic

今年も「リカジョ賞」の公募を開始しました。

この取り組みは、今年から内閣府男女共

同参画局の協賛をいただいています。

それをきっかけに理科に興味をもち、大学で工学を学び、企業で研究開発の仕事を選択し、

現在に至っています。当時、様々な経験を通して自分の進む道を考えさせてくれた先生に、今

でも深く感謝しています。

日産財団は、豊かな未来社会を切り開く人、生き生きと活躍する人を育てるために、様々な

経験と学びの場を通して子供たちの能力開発に取り組んでまいります。

2019年度の主な取り組み

１．理科教育助成、理科教育賞

• 日産の事業所在地である4県（福島、栃木、神奈川、福岡）の小中学校35校に助成し

ます。さらに、助成期間に優秀な教育研究を行った学校を褒賞します。

• 本助成事業15年の成果を分析して、教育指導のための書籍を作成しています。

２．リカジョ賞

• 理科好き女子小中学生を育てる実践事例

を、全国から募集し褒賞します。

３．未来のリーダー人材育成講座（新事業）

• 未来社会を切り拓くリーダーを育てるための、

中学生向けの新しい「芽出し教育」講座を立

ち上げます。
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